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ジオパークを探検！大地と人の暮らしの物語
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★表紙の写真

大地と人の暮らしの物語
ジオパークを探検！

　表紙は、小木小学校３年生の学

年行事での一コマです。

　晴天の中、ジオパークの視点で

海岸や集落内を探検し、ジオパー

クガイドや地域の方の説明を受け、

いろいろな気づきがあったようで

す。

今月の主な内容
Ｐ4〜5�
　�津波が発生する恐れが�
ある場合は高い所へ避難

便利です！
市報は、いつでもどこでも
あなたのそばに…
　市ホームページ、マイ広報紙
（ＱＲコード）、マチイロアプリか
ら広報紙「市報さ
ど」がご覧いただ
けます。

ジ
オ
パ
ー
ク
で
伝
え
る
の
は

「
ジ
オ
ス
ト
ー
リ
ー
」

　

佐
渡
に
は
な
ぜ
金
銀
山
が
あ
る
の
か
？
な
ぜ
ト
キ
が
舞
う
田
ん
ぼ
が
あ
る
の
か
？
実
は
、人
の
暮
ら
し
と
佐
渡
の

大
地
は
、切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
で
、そ
の
関
係
を
実
際
に
目
で
見
て
、触
れ
、体
感
す
る
場
所
が
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

　

大
地
の
な
り
た
ち
か
ら
人
の
暮
ら
し
ま
で
の
物
語「
ジ
オ
ス
ト
ー
リ
ー
」を
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
と
歩
い
た
り
、市

民
講
座
に
参
加
し
て
学
ぶ
こ
と
で
、普
段
見
て
い
た
景
色
に
特
別
な
意
味
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。何
の
変
哲

も
な
い
岩
が
人
の
暮
ら
し
に
影
響
を
与
え
て
い
た
り
と
、さ
ま
ざ
ま
な
発
見
が
あ
り
、も
っ
と
佐
渡
が
好
き
に
な
る

こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

　

今
年
の
秋
に
は
４
年
に
一
度
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
認
定
審
査
が
あ
り
ま
す
。皆
さ
ん
が
ジ
オ
パ
ー
ク
の
視
点

で
佐
渡
を
見
て
、触
れ
て
、体
感
し
、ほ
か
の
方
に
そ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、審
査
へ
の
応
援
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、ジ
オ
パ
ー
ク
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
、多
く
の
方
に
佐
渡
の
魅
力
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記　
100

佐渡は魅力ある 
ジオストーリーが 
いっぱい！

市報さど　令和元年8月号

ジオパークガイドと歩こう！
　佐渡の風景は素晴らしいですが、石や草は自分ではそ

の素晴らしさを伝えることができません。

　ジオパークガイドと一緒に歩くことで、いつもの風景が

何倍も素敵になります！

　ガイド時間などにより、料金が変わります。予算・要望

に応じてツアー企画もできますので、お気軽にご相談く

ださい。



佐渡には 300 万年分の地球の歴史、 
そして人や生き物が暮らした歴史が 
詰まっています！

「大地と人の暮らしの物語」

お問い合わせ　教育委員会社会教育課ジオパーク推進室　☎２７―２１６２

佐渡ジオパーク推進協議会のホームページ（ＱＲコード）で
さまざまな情報を発信していますので、ぜひご覧ください。

①佐渡島の形成

②金銀山の発見

④トキと共生

⑤人々の暮らし

約300万年前、海底にあった大佐渡と
小佐渡の2つの島が海上へ現れ、その後、
2つの島の間がつながったことにより、
国中平野が形成されました。

火山活動によって作ら
れた金や銀を求め、17世
紀初頭には多くの人々
が佐渡に渡りました。

森林から流れる水が平
野の水田を潤し、水田に
生息する小さな生き物は
トキのえさになります。

長い年月をかけてできた大地を
人々は水田として活用し、現
在、水田にはトキが舞い降ります。
人々は五穀豊穣を願い、祭りなど
の農村文化を築き、それらは今で
も各集落に受け継がれています。

大地のなりたちから
その上に生きる動植物、
そして人間の生活が
かかわっていることを
実感できる場所、
それが
ジオパークです！

徳川幕府は、金銀山の開発
に必要な木材を確保するた
め、佐渡の山林を厳重に管
理しました。このことが、
現在の佐渡の森林保護につ
ながっています。

③豊かな自然

市報さど　令和元年8月号3
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津波が発生する恐れがある場合は

高い所へ避難しましょう！
強い揺れを感じた時は津波警報などの発表を待たずに、 

直ちに海岸や河川から離れ、より高い所へ避難してください。

○避難した後の行動
　①�津波警報等や避難指示（緊急）が解除されるまでは、安
全な高い所で待機してください。

　②�津波警報等や避難指示（緊急）が解除されたら、被害の
状況を確認して、自宅へ戻るか、市が開設する避難所・
避難場所へ移動してください。

    ※避難所・避難場所は５ページをご覧ください。

　各世帯に配布した「地域防災マップ」で津波の被害想定、
避難する所、懐中電灯や携帯ラジオなどの非常持ち出し品を
事前に確認しておきましょう。

事象等

地震発生

揺れがおさまる

避難開始

避難完了

とるべき行動等

揺れがおさまるまで、自分の身を守る
（机の下に隠れる、座布団で頭を保護するなど）

火の始末、家族の安全確認、周辺の状況確認

周りに声を掛けながら、 
少しでも安全な高い所へ
避難

ここなら安全と
思わず、より高い所へ
避難しましょう！

市報さど　令和元年8月号

※ このフロー図は、津波からの避難の原則を示し
たものです。



津波発生時の避難所・避難場所
　万が一の津波発生時に備えて、お近くの避難所・避難場所を確認しておいてください。
　下記の施設は、津波による浸水が無いと想定されている市の避難所・避難場所です。このほかにも地域
で独自に開設する避難場所や避難施設があります。

№ 地
区 施設名 所在地

1

両
津

内海府小中学校体育館 鷲崎 918

2 両津中学校体育館 加茂歌代 1449

3 佐渡中等教育学校体育館 梅津 1750

4 加茂小学校体育館 梅津 2341-1

5 市役所両津支所 両津湊 198

6 両津吉井小学校体育館 秋津 1255

7 前浜小中学校体育館 水津 858

8

相
川

高千小学校体育館 入川 1872-4

9 高千中学校体育館 入川 1872-1

10 自然休養村管理センター 高千 1014-1

11 金泉小学校体育館 達者 1200-2

12 相川中学校体育館 相川下戸村 210

13 佐渡高等学校相川分校第２体
育館 下相川 162

14 七浦小学校体育館 稲鯨 1312

15

佐
和
田

天神の社農村公園 沢根五十里 1404

16 佐和田中学校体育館 窪田 60

17 サンテラ佐渡スーパーアリー
ナ（佐渡市総合体育館） 窪田 75-1

18 佐和田野球場 窪田 87-1

19 アミューズメント佐渡（佐渡
中央文化会館） 中原 234-1

20 河原田小学校体育館 河原田本町 262

21 二宮小学校体育館 石田 489

22 佐渡高等学校第１体育館 石田 567

23 八幡小学校体育館 八幡 2002

24 佐渡市防災センター 八幡 58

25

金
井

金井運動公園 金井新保地内

26 金井中学校体育館 金井新保乙 40

27 金井小学校体育館 千種丙 178-1

28 金井コミュニティセンター 千種 240

29 金井温泉駐車場 中興乙 1602

30 金井西部地区コミュニティセ
ンター 中興甲 371

31 金井東部地区コミュニティセ
ンター 吉井 29

32 新
穂

新穂小学校体育館 上新穂 630

33 行谷小学校体育館 新穂正明寺 99

№ 地
区 施設名 所在地

34
新
穂

新穂中学校体育館 新穂瓜生屋 719

35 新穂武道館 新穂瓜生屋 370

36 トキのむら元気館 新穂瓜生屋 362-1

37

畑
野

畑野農村環境改善センター 畑野甲 65-1

38 畑野中学校体育館 畑野甲 250

39 畑野小学校体育館 畑野甲 271-1

40 佐渡総合高等学校第１体育館 栗野江 377-1

41 サン・スポーツランド畑野（野
球場・テニスコート ) 栗野江 1810-1

42 松ヶ崎小中学校体育館 多田 139

43

真
野

真野公園 真野地内

44 いぶき 21 真野 691

45 真野運動広場 長石 140

46 佐渡市陸上競技場 名古屋 146-1

47 真野武道館 名古屋 165-5

48 真野中学校体育館 名古屋 145

49 真野小学校体育館 吉岡 1695

50 真野体育館 吉岡 1697-1

51 真野ふるさと会館 吉岡 1695

52 佐渡スポーツハウス 吉岡 1675-1

53 佐渡スポーツハウステニス
コート 吉岡 1416-3

54

小
木

小木 B&G海洋センター 小木町 950

55 小木小学校体育館 小木町 905

56 市役所小木行政サービスセン
ター 小木町 1940-1

57 小木小学校グラウンド 小木町 955-4

58 佐渡国小木民俗博物館駐車場 宿根木 270-2

59

羽
茂

羽茂 B&G海洋センター 羽茂飯岡 195

60 羽茂小学校体育館 羽茂本郷 559-1

61 南佐渡中学校体育館 羽茂本郷 47

62 羽茂農村環境改善センター 羽茂本郷 617

63 羽茂高等学校第１体育館 羽茂本郷 401-1

64 カルトピアセンター素浜 羽茂亀脇 252

65 番所公園 羽茂村山 455

66 赤泊 赤泊小学校体育館 赤泊 289-1

お問い合わせ　 防災管財課　防災安全係　☎６３―３１２５
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万が一に備えて　災害・トラブル対応セミナー　7/4

きれいな海岸を願い　素浜海岸清掃活動　7/6

防災について考える　防災気象講演会　7/6

佐渡を豊かにするアイデアを実現　中高生PROJECT発表会　7/20

　地震･津波･台風などの自然災害が発生したと
きに的確に対応ができるよう、旅館やホテルを
対象にしたセミナーが新穂地区公民館で開催さ
れました。
　平時からマニュアルの整備や訓練はもちろん、
緊急時にもさまざまな情報を発信するなど、あ
らためて災害時の対応を考える良い機会となっ
たようです。

　防災気象講演会があいぽーと佐渡で開催
されました。
　参加者した皆さんは、気象台の発表する
防災情報の仕組みや見方、注意点などの説
明を真剣に聴き入っていました。

　小木地区青少年健全育成協議会の呼び
かけによる海岸清掃が素浜海岸で行われ、
約60人が参加しました。
　小・中学生や地域の皆さんが協力して、
海岸に流れ着いたプラスチックごみなど
を一つ一つ丁寧に回収しました。
　きれいになった海岸を見つめる皆さん
は、とてもうれしそうでした。参加した
皆さん、お疲れ様でした。

市報さど　令和元年8月号



　個人県民税の収入率が３年連続向
上を達成し、佐渡地域振興局の樺澤
局長から三浦市長に県知事からの感
謝状が渡されました。
　市民の皆さまの納税に対するご理
解とご協力に感謝申し上げます。

日ごろの成果を発揮！　消防団ポンプ操法競技会　7/7

佐渡を豊かにするアイデアを実現　中高生PROJECT発表会　7/20

　消防団ポンプ操法競技会が開催され、210人
の消防団員が参加しました。
　消防ポンプ操法は消防団の訓練の一つで、基
本的な放水操作技術の習得を目指し行われてい
るもので、この日のためにチーム一丸となって
練習してきた成果を発揮すべく、皆さん奮闘し
ていました。
　きびきびと行動する団員はとても頼もしく感
じられ、競技終了後のほっとしたすてきな笑顔
が印象的でした。

　中高生が佐渡の大人と繋がり、佐渡の未来を
創るアイデアを実現するための活動、中高生
PROJECTの発表会があいぽーと佐渡で開催され
ました。
　昨年に比べ、発表グループが２つから５つに
増え、より多くの視点で取り組んだ活動成果が
発表されました。
　発表後は、大人や参観者と直接話し合う時間
が設けられ、そこで得られたアドバイスや情報
交換は、今後の活動のヒントになったようです。

徴収成績優良市町村「感謝状」をいただきました　7/25

市報さど　令和元年8月号7
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夏
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る 

小
木
港
祭
り

８
月
24
日
㈯　

午
前
８
時
45
分
か
ら

　

８
月
25
日
㈰　

終
日

※ 

花
火
大
会
は
24
日
の
午
後
８
時
か
ら
で
す
。（
荒

天
順
延
26
日
㈪
ま
で
）

小
木
町
内
一
円
・
小
木
港

小
木
港
祭
り
実
行
委
員
会

　

（
小
木
町
商
工
会
内
）

　

☎
86
―
２
２
１
６

募
　
　
集

第
16
回
市
展
の
作
品
募
集

　

10
月
12
日
㈯
か
ら
16
日
㈬
に
開
催
す
る

市
展
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募�

集
作
品　
絵
画
、
版
画
、
彫
塑
・
工
芸
、

書
道
、
写
真

作�

品
の
条
件　
市
展
の
た
め
に
創
作
し
た

未
発
表
の
作
品
を
原
則
と
し
ま
す
。
ほ

か
の
公
募
展
で
入
選
・
入
賞
し
て
展
示

さ
れ
た
作
品
は
出
品
で
き
ま
せ
ん
。

 
出
品
規
定
な
ど
は
、
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
、
各
地
区
教
育
事
務
所
に
備
え

付
け
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市
美
術
展
覧
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　

☎
58
―
７
３
５
６

佐
渡
環
境
賞

市
内
の
優
れ
た 

環
境
保
全
活
動
な
ど
を
募
集

　

個
人
・
団
体
、
学
校
お
よ
び
事
業
者
が

島
内
で
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
環
境

保
全
活
動
等
を
募
集
し
ま
す
。　

　

優
れ
た
活
動
は
11
月
10
日
㈰
に
開
催
予

定
の
環
境
フ
ェ
ア
で
表
彰
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
佐
渡
環
境
賞
を
受
賞
し
た
団
体
も

お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　

自
薦
他
薦
を
問
わ
ず
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

 

所
定
の
応
募
用
紙
に
活
動
内
容
が
分
か

る
資
料
を
添
付
し
て
環
境
対
策
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
６
日
㈮ 

 

美
し
い
島
佐
渡
・
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
推

進
協
議
会
事
務
局

　
（
環
境
対
策
課　

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
係
）

　

☎
63
―
３
１
１
３

催
　
　
し

有
　
料
　
広
　
告

三尺玉花火が
打ちあがります

市報さど　令和元年8月号

科学の楽しさに触れる
佐渡市子どものための 

科学祭り
　市内の小・中学生が、夏休みに取り
組んだ標本や発明工夫などを展示す
る「科学作品展」や、手作りおもちゃ
の出来栄えを競う「おもちゃコンテス
ト」、楽しい実験・ものづくりが体験
できる「科学体験教室」など、盛りだ
くさんの内容です。
９月 14日㈯、15日㈰

　午前９時～午後４時 30分
　（15日は午後４時まで）
アミューズメント佐渡
理科教育センター

　☎５１―４６４９

第24回



第
57
回
両
津
地
区
芸
能
祭 

出
演
団
体
募
集

　

11
月
17
日
㈰
に
両
津
文
化
会
館
を
会
場

に
開
催
す
る
両
津
地
区
芸
能
祭
の
出
演
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

種�

目　
舞
踊
、
歌
謡
、
演
奏
、
郷
土
芸
能

な
ど

30
団
体
（
先
着
順
）

９
月
13
日
㈮

 

参
加
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

両
津
地
区
芸
能
祭
実
行
委
員
会

　

事
務
局
（
両
津
地
区
公
民
館
内
）

　

☎
27
―
４
１
８
１

人材バンクを活用しよう !
　優れた技術や知識をお持ちの方を人材バンクとし
て登録し、サークル活動や講座などで講師や指導者
として活動していただいています。
　登録されている方など、詳しくはお問い合わせく
ださい。市ホームページからもご覧いただけます。
教育委員会社会教育課

　社会教育係　☎５８―７３５６

有
　
料
　
広
　
告

公営住宅の入居者を募集します
　入居申し込みには、所得要件など申込資格要件があります。詳しくはお問い合わせください。�
　市ホームページで募集内容をお知らせしています。

地区 住宅名称（所在階）
募集
戸数

建築
年度

構造区分 間取 月額家賃（円）

両津

白山第１住宅（4階） 1 H16 耐火構造4階建て 2LDK 24,100～47,300

大野第１住宅（1階） 1 H16 耐火構造3階建て 3LDK 25,600～50,300

住吉住宅 1 H3 木造2階共同建て 3DK 18,500～36,300

上横山住宅 2 H19 木造2階共同建て 2LDK
3LDK 40,000

佐和田 県営青柳寺住宅（４階） 1 S56 耐火構造4階建て 3DK 16,500～32,400

金井
千種西下住宅 1 H18 木造2階共同建て 1LDK 15,300～30,100

吉井第2住宅 1 H6 木造平屋一戸建て 3DK 18,100～35,600

小木 木野浦団地 1 H4 木造2階共同建て 2LDK 17,100～33,500

 8月30日㈮　午後５時　入居予定　9月下旬
・   建設課　住宅・都市計画係　☎６３―５１１８ 

または、各支所　産業建設係、各行政サービスセンター　地域支援係

ウイルス性肝炎（Ｂ型・Ｃ型） 
エイズ、梅毒検査のご案内

９月 12日㈭、26日㈭
　午後１時～２時
佐渡保健所
 検査は前の週の金曜日までに事前に予
約してください。
・ 佐渡保健所　☎７４―４３００

市報さど　令和元年8月号9



10

募
　
　
集

令
和
２
年
度
実
施 

「
地
域
の
課
題
解
決
に
必
要

な
人
材
活
用
の
提
案
」募
集

　

地
域
な
ど
が
自
主
的
に
個
性
豊
か
で
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
提
案
に

対
し
て
人
材
支
援
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格
お
よ
び
条
件

・ 

自
治
会
、
複
数
の
集
落
で
構
成
さ
れ
る

地
区
、
各
種
協
議
会
等
の
市
民
が
主
体

と
な
っ
て
組
織
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と

・ 

人
材
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化
を
図
る

意
欲
が
あ
り
、
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え

ら
れ
る
こ
と

・ 

提
案
内
容
に
関
し
地
域
等
の
合
意
形
成

が
あ
る
こ
と

支
援
す
る
人
材

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊

②
大
学
・
大
学
生

③
首
都
圏
等
の
企
業
・
専
門
家

④
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

採
択
予
定
数　
５
件
程
度

募�

集
要
項
等　
市
役
所
地
域
振
興
課
（
第

２
庁
舎
）
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

９
月
27
日
㈮

 
令
和
２
年
度
予
算
の
成
立
等
を
前
提
に

募
集
を
行
う
も
の
で
す
。

・

地
域
振
興
課　

地
域
振
興
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

キ
ッ
ズ
お
仕
事
体
験
に 

出
展
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

11
月
17
日
㈰
、
サ
ン
テ
ラ
佐
渡
ス
ー

パ
ー
ア
リ
ー
ナ
を
会
場
に
子
ど
も
た
ち
が

将
来
佐
渡
で
働
く
き
っ
か
け
作
り
の
場
と

し
て
、
「
キ
ッ
ズ
お
仕
事
体
験
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

会
場
で
自
社
の
取
り
組
み
や
簡
易
な
作

業
体
験
の
場
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
事
業

所
を
募
集
し
ま
す
。

　

佐
渡
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
ぜ

ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

市
内
の
事
業
所　

12
事
業
所

 

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
込
書
を
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市
役
所
地
域

振
興
課
（
第
２
庁
舎
）
、
各
支
所
・
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て

あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

８
月
30
日
㈮

 

応
募
多
数
の
場
合
は
、
業
種
の
偏
り
な

ど
も
考
慮
し
抽
選
に
よ
り
選
定
し
ま
す
。

　

 

地
産
地
消
フ
ェ
ス
タ
も
同
時
開
催
し
ま

す
。

地
域
振
興
課　

雇
用
促
進
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

　

63
―
２
７
５
０

元気100歳いいねかっちゃ 
弁当コンテスト作品募集

　高齢期の筋力と活力を維持するために必
要なたんぱく質を含む食材（特に肉・魚）や、
佐渡産食材を使った、高齢者向けのお弁当
コンテストを開催します。
　募集作品は未発表のオリジナルレシピに
限ります。また、佐渡産食材を積極的に使
用してください。１人（１グループ）１作
品です。
※ 書類審査によりコンテスト作品を選定し、最終審査
（実際に調理）を10月27日に行います。

 応募用紙に作り方などを記載し、完成品
の写真を添えて提出してください。
９月６日㈮
 応募要領などは市役所高齢福祉課（本庁
舎１階）に備え付けてあるほか、市ホー
ムページからもご覧いただけます。
高齢福祉課　高齢福祉係

　☎６３―３７９０

第
2
回 

ト
キ
交
流
会
館
の 

　
指
定
管
理
者
が 

　
　
　
決
ま
り
ま
し
た

指
定
管
理
者　
合
同
会
社
ト
キ
の
会

指�

定
期
間　
10
月
１
日
～
令
和
４
年

３
月
31
日
（
２
年
６
カ
月
）

指
定
管
理
料 

　

２
，
１
３
０
万
円 

　
（
指
定
期
間
総
額
）

農
業
政
策
課　

ト
キ
保
護
係 

　
（
ト
キ
交
流
会
館
内
） 

　

☎
24
―
６
０
４
０

有
　
料
　
広
　
告

市報さど　令和元年8月号



ビ
ュ
ー
さ
わ
た
の
借
受
事
業
者
再
募
集

　

平
成
15
年
に
建
設
さ
れ
た
「
さ
わ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ビ
ュ
ー
さ
わ
た
」
を
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。
施
設
を
有
効
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
民
間
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
申
込
期
限　
９
月
10
日
㈫　

午
後
５
時

提
案
書
提
出
期
限　
９
月
27
日
㈮　

午
後
５
時

 

募
集
要
項
は
、
市
役
所
市
民
生
活
課
健
康
推
進
室
（
本
庁
舎
２

階
）
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

市
民
生
活
課
健
康
推
進
室　

温
泉
施
設
係　

☎
63
―
３
１
１
５

令
和
２
年
４
月
か
ら
の
指
定
管
理
者
募
集

　

市
の
施
設
の
管
理
運
営
を
市
に
代
わ
り
行
っ
て
い
た
だ
く
民
間
企
業
や

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

施設名 所在地

１ ドンデン山荘 椿 697

２ 佐和田森林公園オートパークさわた 山田 1469-4

３ 赤泊農林漁業体験宿泊施設サンライズ城が浜／赤泊温泉
保養センターあかどまり城が浜温泉

三川 2915-3

４ 赤泊自然休養村管理センター 赤泊 2206-7

５ 交流センター白雲台 中興乙 3534-158

６ 窪田キャンプ場 窪田 1103-11

受付期間　８月 23日㈮～ 9月 19日㈭
 募集要項は、市役所防災管財課（本庁舎２階）、各支所・行政サービスセンターに備え付
けてあるほか、市ホームページからもご覧いただけます。
手続きについて

　防災管財課　管財係　☎６３―３１２５
　施設について
　観光振興課　観光施設係　☎６７―７９４４

市報さど　令和元年8月号11



令
和

元
年

9
月

の
行

事
予

定
令
和
元
年
8月
10
日
発
行

佐
渡
市
総
務
課
広
報
戦
略
室
　
広
報
広
聴
係
　
☎
02
59
-6
3-
31
11
㈹

○
9

月
の

健
康

相
談

日
時
間：
9:
00
～
12
:0
0、
13
:0
0～
15
:0
0（
い
ず
れ
の
会
場
も
時
間
は
同
じ
で
す
。）

地
区

日
場
所

お
問
い
合
わ
せ

両
津

３
㈫

両
津
支
所

両
津
支
所
福
祉
保
健
係

☎
27
-2
11
4

相
川

４
㈬

相
川
支
所

相
川
支
所
福
祉
保
健
係

☎
74
-0
33
9

佐
和
田

18
㈬

佐
和
田
保
健
セ
ン
タ
ー

市
民
生
活
課

健
康
推
進
室
保
健
係

☎
63
-3
11
5

金
井

25
㈬

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

新
穂

18
㈬

ト
キ
の
む
ら
元
気
館

畑
野

20
㈮

畑
野
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

真
野

９
㈪

真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

小
木

11
㈬

小
木
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

羽
茂
支
所
福
祉
保
健
係

☎
88
-3
11
1

羽
茂

２
㈪

羽
茂
支
所

赤
泊

18
㈬

赤
泊
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

○
9

月
の

各
種

相
談

日
行
事
名

日
時

場
所

申
し
込
み

お
問
い
合
わ
せ

心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

18
㈬

9:
30
～
11
:3
0

真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

9月
13
日
㈮
ま
で
に

佐
渡
保
健
所
　
☎
74
-3
40
7

社
会
福
祉
課
　
☎
63
-5
11
3

特
設
人
権
相
談
所

18
㈬

9:
00
～
12
:0
0

新
穂
地
区
公
民
館

不
要

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

☎
74
-3
78
7

土
地
家
屋
調
査
士
無
料
相
談

24
㈫
～
27
㈮
13
:0
0～
17
:0
0
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

事
前
に
要
予
約

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

☎
52
-6
25
2

行
事
名

日
時

場
所

申
し
込
み

お
問
い
合
わ
せ

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

24
㈫
～
27
㈮
13
:0
0～
17
:0
0
各
司
法
書
士
事
務
所

事
前
に
要
予
約

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

☎
23
-3
55
8

新
潟
県
弁
護
士
会
リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
佐
渡
相
談
所

13
㈮

27
㈮

10
:0
0～
12
:3
0
あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡

佐
渡
中
央
会
館

前
日
ま
で
に
要
予
約

新
潟
県
弁
護
士
会

☎
02
5-
22
2-
55
33

○
9

月
の

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
行

事
地
区

日
行
事

内
容
な
ど

り
ょ
う
つ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
両
津
地
区
）

毎
週
月
～
金
曜
日
　
9:
00
～
11
:3
0、
13
:0
0～
15
:3
0

☎
24
-7
07
7

12
㈭

絵
本
よ
み
き
か
せ

17
㈫

誕
生
会

９
月
生
ま
れ
の
お
と
も
だ
ち
を
お
祝
い
し
ま
す
。

20
㈮

絵
本
よ
み
き
か
せ

24
㈫

身
長
体
重
測
定

身
長
・
体
重
を
測
り
ま
す
。

27
㈮

絵
本
よ
み
き
か
せ

た
か
ち
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
相
川
地
区
）

毎
週
月
～
金
曜
日
　
9:
00
～
12
:0
0、
13
:0
0～
15
:0
0　
☎
78
-2
95
9

お
で
か
け
支
援
セ
ン
タ
ー
（
あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日
　
9:
00
～
11
:3
0

９
㈪

身
長
体
重
測
定

身
長
・
体
重
を
測
り
ま
す
。

30
㈪

誕
生
会

９
月
生
ま
れ
の
お
と
も
だ
ち
を
お
祝
い
し
ま
す
。

随
時

絵
本
よ
み
き
か
せ

さ
わ
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
す
み
れ
」（
佐
和
田
地
区
）

毎
週
月
～
金
曜
日
　
9:
00
～
12
:0
0、
13
:0
0～
15
:0
0　
☎
52
-0
01
1

随
時

絵
本
よ
み
き
か
せ

絵
本
よ
み
き
か
せ
は
人
数
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

身
長
体
重
測
定

身
長
・
体
重
を
測
り
ま
す
。

か
な
い
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
金
井
地
区
）

毎
週
月
～
金
曜
日
　
9:
00
～
11
:3
0、
13
:0
0～
15
:3
0

（
15
:0
0～
15
:3
0育
児
相
談
）

☎
63
-5
50
5

11
㈬

絵
本
よ
み
き
か
せ

13
㈮

身
長
体
重
測
定

身
長
・
体
重
を
測
り
ま
す
。

18
㈬

絵
本
よ
み
き
か
せ

20
㈮

誕
生
会

９
月
生
ま
れ
の
お
と
も
だ
ち
を
お
祝
い
し
ま
す
。

小
木
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
」
（
小
木
地
区
）

毎
週
月
～
金
曜
日
　
9:
00
～
13
:0
0（
13
:0
0～
14
:0
0育
児
相
談
）

☎
86
-1
12
1

10
㈫

身
長
体
重
測
定

身
長
・
体
重
を
測
り
ま
す
。

17
㈫

誕
生
会

９
月
生
ま
れ
の
お
と
も
だ
ち
を
お
祝
い
し
ま
す
。

19
㈭

絵
本
よ
み
き
か
せ

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
地
区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
9

月
の

行
政

相
談

日
地
区

日
時

場
所

両
津

23
㈪

13
:0
0～
16
:0
0

両
津
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
く
な
げ

相
川

22
㈰

  9
:0
0～
12
:0
0

あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

佐
和
田

20
㈮

  9
:3
0～
12
:0
0

佐
渡
中
央
会
館

金
井

25
㈬

13
:0
0～
15
:0
0

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

新
穂

９
㈪

  9
:0
0～
12
:0
0

新
穂
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

畑
野

３
㈫

13
:3
0～
15
:3
0

畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

真
野

20
㈮

13
:3
0～
15
:3
0

真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

小
木

２
㈪

  9
:0
0～
12
:0
0

小
木
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

羽
茂

11
㈬

10
:0
0～
12
:0
0

羽
茂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

赤
泊

18
㈬

13
:3
0～
16
:3
0

赤
泊
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

※
 行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
庁
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
地
域
支
援

係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

12

募
　
　
集

会
社
や
お
店
の
宣
伝
に
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！ 

市
役
所
で
使
用
す
る
郵
便
用
封
筒
の
有
料
広
告
募
集

　

市
民
の
皆
さ
ま
へ
文
書
を
お
送
り
す
る
際
に
使
用
す
る
、
封
筒
の
裏
面
に
掲
載
す
る
広

告
を
募
集
し
ま
す
。

広
告
掲
載
期
間　
作
成
枚
数
を
使
い
切
る
ま
で

掲
載
予
定
の
原
稿
を
添
付
し
て
、
掲
載
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
10
日
㈫

 

掲
載
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
務
課　

総
務
係　

☎
63
―
３
１
１
１

令
和
２
年
度 

商
工
会
事
務
職
員
募
集

勤�

務
先　
県
内
の
商
工
会
ま
た
は
県
商
工

会
連
合
会

募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　

経
営
支
援
員　

５
人

試
験
日　
９
月
14
日
㈯

９
月
３
日
㈫

 

試
験
要
項
な
ど
は
、
県
商
工
会
連
合
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

・

県
商
工
会
連
合
会
人
事
研
修
課

　

☎
０
２
５
―
２
８
３
―
１
３
１
１

社
会
福
祉
法
人 

佐
渡
寿
福
祉
会
職
員
募
集

勤
務
先

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
野
の
里　

募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　

事
務
職
員　

１
人

試
験
日　
９
月
28
日
㈯

受
付
期
間　
９
月
２
日
㈪
～
25
日
㈬

 

申
込
用
紙
は
、
８
月
26
日
㈪
か
ら
交
付

し
ま
す
。

・

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
野
の
里

　

庶
務
課　

☎
55
―
４
０
１
５

社
会
福
祉
法
人 

小
佐
渡
福
祉
会
職
員
募
集

勤
務
先

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
も
ち
の
里　

募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　

看
護
職
員　

若
干
名

※ 

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。定
員
に
な
り
次
第
募

集
を
終
了
し
ま
す
。

 

パ
ー
ト
な
ど
の
職
員
も
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

 

・

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
も
ち
の

里　

庶
務
課　

☎
88
―
３
８
１
１

個人事業税の第１期分の納期限は 
９月２日㈪です

　個人事業税の納税通知書を８月９日㈮に発送しましたの
で、期限内の納税をお願いします。
　納税は安全で便利な口座振替をお勧めします。自動車税
も口座振替ができますので、申込手続きなど詳しくは、お
問い合わせください。
県佐渡地域振興局県税部

　☎７４―３２７３・３３１０

市報さど　令和元年8月号

封筒種類 角形2号封筒
（Ａ4判用）

長形3号封筒
(Ａ4判横3つ折り用)

掲載位置 封筒裏面 封筒裏面

広告の大きさ 縦9㎝・横9㎝1色刷 縦5㎝・横10㎝1色刷

募集枠数 4枠 3枠

掲載料金
(１枠につき) 50,000円 50,000円

作成枚数 40,000枚 80,000枚

広告掲載封筒のイメージ
角
形
2
号
封
筒

長
形
3
号
封
筒9㎝

10㎝

9㎝

5㎝



あすなろ教室をご利用ください
　教育委員会では、さまざまな理由
で学校に行けずに悩んでいる小・中
学生のために適応指導教室「あすな
ろ教室」を開設し、学校生活への復
帰を支援しています。
　あすなろ教室に通った日は、在籍
する学校での出席日数となります。
　また、電話による教育相談（あお
ぞらホットライン）も行っていますの
で、お気軽にご相談ください。
開設時間
　平日の午前９時 30分～午後３時
※電話相談は午前９時～午後５時です。
開設場所
・畑野教室
　（畑野行政サービスセンター４階）
・真野教室（真野図書館２階）

あすなろ教室
　（あおぞらホットライン）
　☎５５―１０１１

川
で
遊
ぶ
時
は
急
な
増
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

川
で
遊
ぶ
時
に
は
、
急
な
増
水
に
備
え
、
遊
ぶ
場
所
近
辺
と
そ
の
上
流
部
の
河

川
水
位
や
降
雨
状
況
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
現
地
で
は
遊
ぶ
前
に
危
険
な
場
所
を
確
認
し
、
雨
が
降
り
始
め
た
り
水

か
さ
が
増
え
た
り
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

河
川
水
位
等
の
各
種
情
報
は
、県
の
「
土
木
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）」

で
確
認
で
き
ま
す
。

県
土
木
部
河
川
管
理
課　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
４
１
４

　

県
土
木
部
砂
防
課　
　
　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
４
２
４

お
知
ら
せ

全
国
一
斉 

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
　
　
　
　
　
　

強
化
週
間

　

８
月
29
日
か
ら
９
月
４
日
ま
で
の
全
国

一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化

週
間
に
、
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員

が
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

相
談
日
時　
８
月
29
日
㈭
～
９
月
４
日
㈬

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※ 

８
月
31
日
㈯
、９
月
１
日
㈰
は
午
前
10
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
電
話
（
直
通
）

　

☎
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局　
　

　

☎
74
―
３
７
８
７

小
口
径
の
消
火
栓
点
検
を 

実
施
し
ま
す

　

主
に
住
民
の
方
が
初
期
消
火
の
際
に
使

用
す
る
小
口
径
の
消
火
栓
と
ホ
ー
ス
な
ど

を
委
託
事
業
者
が
点
検
し
ま
す
。

　

消
火
栓
、
ホ
ー
ス
格
納
箱
の
設
置
場
所

に
よ
っ
て
は
敷
地
内
に
入
ら
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

消
防
隊
が
使
用
す
る
消
火
栓
は
消
防
署

員
お
よ
び
消
防
団
員
が
点
検
し
ま
す
。

点
検
期
間

　

８
月
19
日
～
12
月
27
日
の
う
ち
平
日

※ 
小
口
径
の
消
火
栓
は
、消
防
隊
が
使
用
し
な
い

吐
水
量
の
少
な
い
消
火
栓
で
す
。

中
央
消
防
署 

☎
51
―
０
１
２
２

 

両
津
消
防
署 

☎
27
―
３
５
５
５

 

相
川
消
防
署 
☎
74
―
０
１
１
９

 

南
佐
渡
消
防
署 
☎
88
―
３
１
１
９

戦
没
者
の
ご
遺
族
の
方
は
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す

 

沖
縄
県
の
次
の
地
域
で
収
容
さ
れ
た
戦

没
者
の
ご
遺
族
だ
と
思
わ
れ
る
方

　

真
嘉
比
（
那
覇
市
）
、
幸
地
（
西
原

町
）
、
大
里
字
高
平
（
南
城
市
）
、
経

塚
・
前
田
（
浦
添
市
）
、
伊
原
・
米
須
・

喜
屋
武
・
真
壁
（
糸
満
市
）
、
具
志
頭
須

武
座
原
（
八
重
瀬
町
）

 

申
請
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
請
書
な
ど
は
厚

生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

県
福
祉
保
健
部
福
祉
保
健
課

　

援
護
恩
給
室

　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
８
０

愛
犬
家
の
皆
さ
ま
へ 

検
針
時
の
飼
い
犬
の 

　
　

安
全
対
策
の
お
願
い

　

電
気
の
検
針
時
に
飼
い
犬
に
咬
ま
れ
る

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
検
針
時

の
安
全
確
保
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

・ 

飼
い
犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

・ 

屋
内
で
飼
わ
れ
て
い
る
方
は
屋
外
へ
飛

び
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

検
針
時
に
は
、
つ
な
ぎ
場
所
を
電
気

メ
ー
タ
ー
や
玄
関
・
ポ
ス
ト
付
近
か
ら

移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

つ
な
ぎ
紐
・
首
輪
・
引
き
綱
な
ど
の
つ

な
ぎ
個
所
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
北
電
力
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
―
１
７
５
―
４
６
６

市報さど　令和元年8月号13



14

お
知
ら
せ

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

の
選
定
結
果

�

介
護
老
人
福
祉
施
設

　

応
募
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護�

（
介
護
予
防
を
含
む
）南
部
圏
域
以
外

　

応
募
事
業
者　
１
社

　

選
定
事
業
者
名

　
　

株
式
会
社
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ビ
ジ
ョ
ン

　
　

代
表
取
締
役　

井
沢　

隆

　

開
設
予
定
地

　
　

八
幡
字
中
川
１
４
６
６
番
地
２

　

定
員　
18
人

 

事
業
者
は
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
と
し
て
の
指
定
を
受
け
て
か
ら

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

高
齢
福
祉
課　

介
護
保
険
係

　

☎
63
―
３
７
９
０

普
通
救
命
講
習

小
児
・
乳
児
・
新
生
児
コ
ー
ス

８
月
24
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時

市
防
災
セ
ン
タ
ー

 

小
児
・
乳
児
・
新
生
児
に
対
す
る
心
肺

蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
講
義
と

実
技
で
学
び
ま
す
。

小
学
５
年
生
以
上　

20
人

８
月
23
日
㈮

・

中
央
消
防
署　

救
急
係

　

☎
51
―
０
１
２
２

成
人
コ
ー
ス

９
月
８
日
㈰　

午
後
１
時
か
ら

相
川
消
防
署

Ⅰ
講
習　
午
後
４
時
ま
で

　

 　

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
を
講
義
と
実
技
で
学
び
ま

す
。

　
Ⅱ
講
習　
午
後
５
時
ま
で

　

 　

Ⅰ
講
習
の
内
容
に
、
知
識
の
確
認
と

実
技
の
評
価
が
加
わ
っ
た
コ
ー
ス
で
す
。

小
学
５
年
生
以
上　

10
人

９
月
６
日
㈮

・

相
川
消
防
署　

救
急
・
救
助
係

　

☎
74
―
０
１
１
９

島
外
の
企
業
が
佐
渡
市
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
！ 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
、
国

が
認
定
し
た
「
観
光
立
島　

佐
渡
」
事
業
に
対
し
、

下
記
の
企
業
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
外
国
人

観
光
客
誘
致
や
文
化
遺
産
の
保
存
・
活
用
・
受
入

態
勢
等
整
備
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
企
業
の
皆
さ
ま
が

寄
付
を
通
じ
て
、
市
の
行
う
地
方
創
生
の
取
り
組

み
を
応
援
し
た
場
合
に
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が

受
け
ら
れ
る
仕
組
み
で
す
。

　

よ
り
多
く
の
企
業
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
け
る
よ

う
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

企
画
課　

政
策
推
進
係

　

☎
63
―
３
８
０
２

企業版ふるさと納税の実績
年度 寄付額 企業名

H30年度 100万円
株式会社サンフロンティア
不動産

H29年度 100万円
株式会社サンフロンティア
不動産

H28年度
100万円 五幸商事株式会社

50万円
ご寄付いただいた企業のご
希望により非公開

平
成
30
年
度

「
佐
渡
を
美
し
く
す
る
会
」

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
紹
介

 

優
秀
賞 

　
未
来
に
ね
　
佐
渡
の
宝
を

　
残
そ
う
よ

～事業所の皆さま～ 
経済センサス―基礎調査に 

ご協力をお願いします

　調査員がすべての事業所の営業状況
などを確認し、新たに把握した事業所
など一部の事業所には調査票を配布さ
せていただきますので、ご協力をお願
いします。
※ 統計法に基づき調査内容の秘密は厳守され
ます。

調査時期および地区
　８～９月  相川、新穂、畑野、羽茂、 

赤泊地区
　10～11月 両津、真野地区
※ 佐和田・金井・小木地区は、6～7月に調査済
みです。

地域振興課　地域振興係 
　☎６３―３２３２ 
　（統計担当直通）

市報さど　令和元年8月号



不
要
と
な
っ
た
事
務
物
品 

な
ど
を
お
売
り
し
ま
す

　

い
ず
れ
も
長
期
間
使
用
し
た
物
品
で
す
。

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
現
物
を
確
認
し

て
か
ら
見
積
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

実�

施
要
領
等　
市
役
所
防
災
管
財
課
（
本

庁
舎
２
階
）
、
ま
た
は
各
支
所
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
あ

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

見
積
書
の
受
付
期
限

　

８
月
28
日
㈬

　

受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

�

内
覧
会
を
行
い
ま
す�

・
事
務
用
品　

８
月
23
日
㈮

　

佐
渡
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

・
調
理
器
具　

８
月
19
日
㈪

　

子
ど
も
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー

手
続
き
に
つ
い
て

　

防
災
管
財
課　

管
財
係

　

☎
63
―
３
１
２
５

　

事
務
用
品
に
つ
い
て

　

両
津
支
所　

地
域
支
援
係

　

☎
27
―
２
１
１
１

　

調
理
器
具
に
つ
い
て

　

子
ど
も
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
58
―
８
０
７
７

講
演
会「
ア
ル
コ
ー
ル
と 

う
ま
く
つ
き
あ
う
た
め
に
」

８
月
26
日
㈪　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 

お
酒
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
や
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
の
基
本
的
な
知
識
な
ど

医
療
法
人
恵
松
会　

河
渡
病
院

　

院
長　

若
穂
囲  

徹
氏

 

８
月
23
日
㈮
ま
で
に
お
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

佐
渡
保
健
所　

地
域
保
健
課

　

☎
74
―
３
４
０
７

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
費 

助
成
事
業
の
募
集
期
間
を 

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で 

延
長
し
ま
し
た

　

大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
す
べ
て
の
住

宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
世
帯
や
、
重

度
障
が
い
者
を
含
む
世
帯
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
購
入
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

高
齢
福
祉
課　

高
齢
福
祉
係

　

☎
63
―
３
７
９
０

　

不
正
請
求
の
抑
止
と
発
見
！　

 

　
　
　
　

本
人
通
知
制
度
に
登
録
く
だ
さ
い

　

住
民
票
な
ど
が
本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
不
正
に
取
得
さ
れ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や

人
権
侵
害
を
引
き
起
こ
す
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

本
人
通
知
制
度
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
正
請
求
が
発
覚
す
る
可
能
性
が
高
ま
り
、

不
正
請
求
を
抑
止
す
る
こ
と
へ
繋
が
り
ま
す
。

 

事
前
に
登
録
さ
れ
た
方
の
住
民
票
や
戸

籍
謄
本
な
ど
を
第
三
者
、
弁
護
士
や
行

政
書
士
、
代
理
人
な
ど
の
本
人
以
外
の

方
に
交
付
し
た
場
合
に
、
登
録
者
本
人

に
そ
の
事
実
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
証
明
書

①
住
民
票
の
写
し
（
除
票
を
含
む
）

②
住
民
票
の
記
載
事
項
証
明
書

③ 

戸
籍
の
附
票
の
写
し（
除
附
票
を
含
む
）

④
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本

　
（
除
籍
、
改
製
原
戸
籍
を
含
む
）

⑤
戸
籍
の
記
載
事
項
証
明
書

対
象
外
と
な
る
場
合

・ 

本
人
や
親
族
（
本
人
と
同
等
に
証
明
書

が
請
求
で
き
る
方
）
か
ら
の
請
求

・ 

国
や
地
方
公
共
団
体
の
機
関
か
ら
請
求

登
録
の
手
続
き

　

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
を

持
参
の
上
、
市
役
所
市
民
生
活
課
（
本
庁

舎
１
階
）
ま
た
は
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

市
民
生
活
課　

戸
籍
係

　

☎
63
―
５
１
１
２

両
津
地
区
公
民
館
で
成
人
検
診
を
受
診
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

両
津
地
区
公
民
館
の
場
所
は
、
市
役
所
両
津
支
所
内
で
す

　

両
津
地
区
公
民
館
は
、
今
年
１
月
に
新
設
し
た
市
役
所
両
津
支
所
３
階
（
両
津
湊
）

に
あ
り
ま
す
。

　

梅
津
に
あ
る
旧
両
津
地
区
公
民
館
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

両
津
支
所　

福
祉
保
健
係　

☎
27
―
２
１
１
４

本人通知制度で
不正請求の抑止と

発見！

市報さど　令和元年8月号15
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お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
や
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
を 

　
　
　
　
　
　
　

受
け
て
い
る
方
は
手
続
き
が
必
要
で
す

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
支
援
制
度
を
受
け
て
い
る
方
は
、
年
に
一
度
、
現
況
届
の
提
出

や
更
新
申
請
が
必
要
で
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
７
月
末
に
ご
案
内
を
お
届
け
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
８
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当

　

現
況
届
は
、
11
月
分
か
ら
の
手
当
受
給

資
格
を
確
認
す
る
も
の
で
、
届
け
出
が
な

い
場
合
、
11
月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

　

更
新
申
請
は
、
10
月
分
か
ら
の
助
成
が

受
け
ら
れ
る
か
を
確
認
す
る
も
の
で
、
手

続
き
が
さ
れ
な
い
と
、
９
月
末
で
助
成
の

資
格
が
喪
失
し
ま
す
。

未
婚
の
臨
時
・
特
別
給
付
金

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
で
、
こ
れ
ま
で
に
法
律
婚
を
し

た
こ
と
が
な
い
な
ど
要
件
に
該
当
す

る
方
に
、
臨
時
・
特
別
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
案
内
の

際
に
、
申
請
書
を
同
封
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
対
象
と
な
る
場
合
は
、
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

　

自
然
環
境
の
保
全
や
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
下
水
道
施
設
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

下
水
道
の
役
割
と
は
？

　

下
水
道
は
私
た
ち
が
使
用
し
た
水
を
浄

化
し
て
川
や
海
に
戻
す
役
割
の
ほ
か
、
街

が
浸
水
し
な
い
よ
う
雨
水
を
排
除
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
生
活
雑
排
水

が
側
溝
に
流
れ
な
く
な
り
、
街
が
き
れ
い

に
保
た
れ
ま
す
。
便
所
を
水
洗
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
悪
臭
や
く
み
取
り
等
の
手
間

か
ら
開
放
さ
れ
ま
す
。

下
水
道
接
続
の
お
願
い

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

使
用
開
始
の
日
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

く
み
取
り
便
所
は
水
洗
便
所
に
、
浄
化
槽

は
廃
止
し
て
、
台
所
や
風
呂
な
ど
も
下
水

道
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

接
続
の
義
務
が
あ
り
ま
す

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
（
処
理
区

域
）
は
、
く
み
取
り
便
所
は
３
年
以
内
に

水
洗
化
し
、
台
所
や
風
呂
な
ど
の
排
水
は

速
や
か
に
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
法

令
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
接
続
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す

　

下
水
道
供
用
開
始
の
告
示
か
ら
３
年
以

内
に
接
続
す
る
と
、
下
水
道
使
用
料
の
免

除
制
度
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

自
家
用
汚
水
ポ
ン
プ
設
備
等
設
置
補
助

金
制
度
の
お
知
ら
せ

　

立
地
条
件
に
よ
り
下
水
道
接
続
用
の
家

庭
用
ポ
ン
プ
が
必
要
な
場
合
に
、
設
置
費

用
の
一
部
を
市
が
補
助
し
ま
す
。
補
助
金

申
請
が
必
要
で
す
の
で
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※ 

下
水
道
に
接
続
す
る
と
汚
水
が
側
溝
に
流
れ
な

く
な
り
、虫
の
発
生
や
悪
臭
発
生
の
原
因
を
防

ぎ
ま
す
。

上
下
水
道
課　

下
水
道
総
務
係

　

☎
55
―
３
１
１
５

子
ど
も
若
者
課　

子
育
て
支
援
係

　

☎
63
―
３
１
２
６

第
４
回
市
民
大
学
講
座
・
放
送
大
学
公
開
講
演
会
連
携
講
座

９
月
６
日
㈮　

 

午
後
６
時
～
７
時
30
分　

真
野
ふ
る
さ
と
会
館

演
題
「
武
士
の
剣
術
鍛
錬
と
そ
の
美
学 

―
宮
本
武
蔵
を
中
心
に
―
」

放
送
大
学
教
授　

魚
住　

孝
至 

氏

１
０
０
人　

9
月
5
日
㈭

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係

　

☎
58
―
７
３
５
６　
　

58
―
７
３
５
７

市報さど　令和元年8月号



下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
を 

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
家
庭
や
事
業
所
な

ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
雑
排
水
や
し
尿

を
集
め
て
分
解
し
、
浄
化
処
理
し
た
水
を

海
や
河
川
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
を
見
学
し
て
、
下
水
道
の
仕
組
み

や
役
割
を
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

学
校
や
町
内
会
な
ど
の
団
体
や
個
人

※ 

見
学
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、小
学
３
年
生
以

上
か
ら
の
見
学
を
お
願
い
し
ま
す
。

見
学
施
設

・
相
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
相
川
栄
町
）

・
姫
津
・
達
者
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
達
者
）

・
国
府
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
）

・
両
津
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
梅
津
）

・
小
木
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
小
比
叡
）

・
羽
茂
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
羽
茂
大
橋
）

・
赤
泊
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
徳
和
）

見
学
日
時

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
、
午
前

９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

 

事
前
に
市
役
所
上
下
水
道
課
（
真
野
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
、

各
支
所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
課　

下
水
道
維
持
管
理
係

　

☎
55
―
２
２
２
２

 

あ
い
さ
つ
、気
配
り
、助
け
合
い  

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
地
域
で
高

齢
者
を
見
守
り
ま
し
ょ
う

　

高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
身
近
な

と
こ
ろ
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

〇
ご
近
所
で
声
を
掛
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

〇 

高
齢
者
の
方
を
さ
り
げ
な
く
思
い
や
り

ま
し
ょ
う
。

〇 
お
互
い
さ
ま
の
心
で
、
地
域
で
助
け
合

い
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
、
近
所
の
高
齢
者
を
見
か
け
な
い

な
ど
、
皆
さ
ん
が
「
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い

な
」
と
感
じ
た
ら
、
お
近
く
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
、
民
生
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
を
見
守
り
、
地
域
で
支
え
あ
う

気
運
を
高
め
る
た
め
に
、
９
月
と
２
月
を

「
高
齢
者
見
守
り
強
化
月
間
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
声
か
け
な
ど
の
ほ
か
、

地
域
で
高
齢
者
の
見
守
り
に
つ
い
て
話
し

合
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

高
齢
福
祉
課

　

高
齢
福
祉
係

　

☎
63
―
３
７
９
０

高
齢
者
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
、
ご
自
宅
を
訪
問
し
て

い
ま
す

　

市
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
心
身
の

状
態
を
把
握
す
る
た
め
、
委
託
事
業
者
が

ご
自
宅
な
ど
を
訪
問
し
、
ご
心
配
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

　

お
話
を
聞
き
、
必
要
な
方
へ
は
、
安
心

し
て
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
介
護

予
防
教
室
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
ご
紹

介
し
ま
す
の
で
、
可
能
な
範
囲
で
お
話
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

訪
問
す
る
委
託
事
業
者

① 

両
津
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
い
わ
ゆ

り
・
か
ん
ぞ
う

②
松
ヶ
崎
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

③
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
高
千
の
里

④ 

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各

ブ
ラ
ン
チ

高
齢
福
祉
課　

高
齢
福
祉
係

　

☎
63
―
３
７
９
０

若
者
の
就
職
全
力
サ
ポ
ー
ト
!! 

 「
佐
渡
サ
テ
ラ
イ
ト
」を 

         

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

佐
渡
サ
テ
ラ
イ
ト
は
、
就
職
に
さ
ま
ざ

ま
な
疑
問
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
若
者
の

就
職
か
ら
就
職
後
の
定
着
・
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
働
き

た
い
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」

「
就
職
活
動
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
」
な

ど
、
仕
事
に
就
く
た
め
の
疑
問
や
悩
み
を

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
が
さ
ま
ざ

ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
支
援
し
ま
す
。

 

15
歳
～
39
歳
の
方
、
ま
た
は
そ
の
ご
家

族
の
方

真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

開�

設
時
間　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

三
条
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

　

シ
ョ
ン
「
佐
渡
サ
テ
ラ
イ
ト
」

　

☎
67
―
７
３
６
７

こんにちは

サ
ポ
ス
テ
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障
が
い
者
施
設
授
産
品
販
売

市
役
所
本
庁
舎
１
階
（
正
面
玄
関
奥
の
階
段
横
）

９
月
６
日
㈮　

正
午
～
午
後
１
時　

施
設
名　
愛
ら
ん
ど
相
川

販
売
予
定
品　
木
製
パ
ズ
ル
、
結
び
織
り
製
品
、
裂
き
織
製
品
な
ど

９
月
20
日
㈮　

正
午
～
午
後
１
時　

施
設
名　
あ
ん
ず
の
家

販
売
予
定
品　
マ
ド
レ
ー
ヌ
、
Ｅ
Ｍ
菌
入
り
固
形
石
鹸
、
雑
巾
な
ど

社
会
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係　

☎
63
―
５
１
１
３



市指定ごみ袋の製造発注の誤りについて（お詫び）
　製造発注の誤りにより、燃えるごみ指定袋（大）と（小）の一部で、ごみ袋上部の縛り口が、現行のも
のよりも細い規格等で製造されたことが判明しました。
　皆さまには、ご不便・ご迷惑をおかけし、深くお詫び申し上げます。
　製造発注の誤りによる指定ごみ袋は、８月から 11 月頃にかけて、指定ごみ袋等取扱店で販売させてい
ただきますが、市役所および関係機関で使用するなどにより、皆さまへの流通を極力少なくするよう努め
てまいります。
　また、皆さまが正規のものと交換を希望される場合は、一部使用済のものでも、市役所環境対策課（第
２庁舎）、各支所・行政サービスセンターで交換対応をさせていただきます。

環境対策課　クリーン推進係　☎６３―３１１３

150㎜ 150㎜120㎜

180㎜

4-R25
4-R25

100㎜ 100㎜140㎜

130㎜

正規規格との相違（　　　正規規格）

佐渡スポーツハウスに設置したトレッドミルをご利用ください
～スポーツ振興くじ（toto）助成金を活用し、設置しました～

　この機器で歩行・走行することにより、運動不足解消やダイエット、心肺機能
向上など目的に応じた運動が効果的にできます。
　佐渡スポーツハウスのほか、佐渡市総合体育館（サンテラ
佐渡スーパーアリーナ）、両津総合体育館にも設置してあり
ますので、ぜひご利用ください。
教育委員会社会教育課　社会教育係

　☎５８―７３５６

戸別訪問員による国民年金制度の説明を行います
　国民年金加入者を対象とした戸別年金相談を９月 12日㈭～ 17日㈫に行います。
　日本年金機構から民間委託された ( 株 ) アイヴィジット・東洋紙業㈱共同企業体の訪問員がお宅に伺
い、口座振替による保険料の割引制度や、保険料の免除・猶予等の国民年金制度について、説明・相
談を行います。
※訪問時は顔写真付きの訪問員証を提示します。
※民間事業者は、銀行口座を指定してATMの操作により振込みをお願いすることや、現金をお預かりすることはありません。
新潟西年金事務所　国民年金課　☎ 025-225-3008（音声案内２番）

　㈱アイヴィジット・東洋紙業㈱共同企業体　☎ 0570-021-781（IP 電話 03-3941-3162）
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両
津
吉
井
小
学
校
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
慈
し
み
愛
す
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

た
め
に
、
鬼
太
鼓
と
能
を
柱
と
す
る
「
ふ
る
さ
と
学
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１�

地
域
か
ら
学
ぶ
「
鬼
太
鼓
」

　

１
～
３
年
生
は
、
地
域
の
方
々
か

ら
鬼
太
鼓
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、

３
年
間
の
学
び
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
舞
い
や
太
鼓
の
リ
ズ
ム
の

特
徴
に
気
付
き
、
自
分
の
地
域
の
鬼

太
鼓
に
愛
着
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
太

鼓
の
リ
ズ
ム

と
舞
い
を
見

て
、
ど
こ
の

地
域
の
鬼
太

鼓
か
を
当
て

る
こ
と
が
で

き
る
ほ
ど
で

す
。

　

３
年
生
に

な
る
と
、
大

人
顔
負
け
の

鬼
の
舞
い
を
披
露
し
ま
す
。

２�

地
域
に
愛
さ
れ
た
「
能
」
に
挑
戦

 

吉
井
地
区
に
は
、３
つ
の
能
舞
台
が

あ
り
、
学
校
近
く
に
は
、
能
の
指
導

者
を
讃
え
る
石
碑
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
だ
け
、能
と
吉
井
地
区
は
深
い
つ

な
が
り
が
あ
り
ま
す
。

  

４
年
生
は
謡
を
学
び
、５
年
生
に

な
る
と
舞
を
学
び
ま
す
。６
年
生
は
、

講
師
の
先
生

と
と
も
に
教

え
役
に
な
り
、

自
分
が
学
ん

だ
こ
と
を
下

学
年
に
伝
え

る
ほ
か
、
能

の
歴
史
を
調

べ
る
こ
と
で

学
び
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

　

夏
は
地
域

の
能
舞
台
で
、練
習
の
成
果
を
発
表

し
、文
化
祭
で
も
披
露
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、地
域
の
方
々
か
ら
、「
子
ど

も
た
ち
が
一
生
懸
命
舞
う
鬼
に
感
激

し
ま
し
た
」「
昔
、自
分
も
能
の
謡
を

し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
涙
が

出
ま
し
た
」と
い
う
励
ま
し
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
と
つ
な
が
り
、

吉
井
の
伝
統
芸
能
を
大
切
に
し
て
い

き
ま
す
。

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
58
―
７
３
５
１

両
津
吉
井
小
学
校

が
ん
ば
っ
て
ま
す

　

相
川
一
町
目
裏
町
に
は
、
か
つ
て
「
学が
っ

古こ

塾じ
ゅ
く」
と
呼
ば
れ
る
私
塾
が
あ
り
ま
し
た
。

　

も
と
は
、
出
羽
国
（
現
在
の
山
形
県
）

鶴
岡
藩
士
で
あ
っ
た
丸ま
る

山や
ま

遜そ
ん

卿き
ょ
うが
夷
町

（
両
津
夷
）
に
住
み
、
医
者
と
し
て
活
動

す
る
か
た
わ
ら
開
い
た
塾
で
、
自
身
の
雅

号
で
あ
る
「
学
古
」
を
と
り
、
学
古
塾
と

名
付
け
ま
し
た
。

　

学
古
塾
は
、
そ
の
後
、
遜
卿
の
養
子
で

あ
っ
た
円ま
る

山や
ま

溟め
い

北ほ
く

が
継
承
し
ま
し
た
。
溟

北
は
の
ち
、
相
川
の
佐
渡
奉
行
所
内
の
学

問
所
で
あ
る
「
修し
ゅ
う
き
ょ
う
か
ん

教
館
」
で
儒
者
と
な
り
、

相
川
に
移
住
し
ま
し
た
。
「
修
教
館
」
で

学
問
を
教
え
る
か
た
わ
ら
、
自
宅
で
「
学

古
塾
」
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
塾
は
、
溟

北
が
亡
く
な
る
明
治
25
（
１
８
９
２
）
年

ま
で
続
き
ま
し
た
。
近
代
の
佐
渡
島
内
外

に
お
い
て
政
治
、
文
化
、
教
育
な
ど
で
幅

広
く
活
躍
し
た
人
物
た
ち
が
、
こ
の
学
古

塾
で
学
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

建
物
は
取
り
壊
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
当
時

の
佇
た
た
ず
ま
い
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
学
古
塾
跡
の
近
隣
に
は
、

塩し
お

竈が
ま

神
社
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
相
川

塩
屋
町
に
あ
っ
た
塩
竈
神
社
は
、
慶
長
元

（
１
５
９
６
）
年
に
塩
屋
町
の
長
坂
登
り

口
付
近
に
牢
屋
が
建
て
ら
れ
た
の
を
機
に
、

現
在
の
江
戸
沢
町
に
移
さ
れ
、
元
の
社
地

と
思
わ
れ
る
辺
り
に
は
小
祠
が
残
さ
れ
ま

し
た
。
『
佐
渡
神
社
誌
』
に
よ
れ
ば
、
塩

竈
神
社
は
、
江
戸
沢
町
・
羽
田
町
・
塩
屋

町
・
新
材
木
町
・
羽
田
浜
町
・
一
町
目
・

一
町
目
裏
町
・
一
町
目
浜
町
・
羽
田
村
の

産う
ぶ

土す
な

神が
み

で
、
「
明
細
帳
」
に
よ
る
と
氏
子

数
が
４
８
４
戸
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

次
回
は
、
塩
竈
神
社
に
伝
わ
る
「
相
川

音
頭
絵
馬
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

世
界
遺
産
推
進
課　

☎
63
―
５
１
３
６

鉱
山
町
あ
い
か
わ
・
下
町
散
策
⑤
　
学
古
塾
と
塩
竈
神
社

在りし日の「学古塾」
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市
で
は
、高
齢
者
の

み
世
帯
が
約
４
割
を
超

え
、ま
た一人
暮
ら
し
な

ど
、健
康
に
不
安
を
抱

え
な
が
ら
生
活
さ
れ
て

い
る
方
が
増
え
て
い
ま

す
。誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
病
気
が
悪

化
す
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

病
院
で
は
、命
の
危
険
な
状
態
の
７

割
の
方
が
医
師
や
看
護
師
に「
自
分
の

望
み
を
伝
え
ら
れ
な
い
」現
状
で
、ご
本

人
の
意
思
で
は
な
く
、ご
家
族
の
意
向

が
尊
重
さ
れ
る
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

以
前
、私
が
担
当
の
方
を
看
取
っ
た
際
、

「
苦
し
い
つ
ら
い
思
い
を
我
慢
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
」と
、何
も
語
れ
な
い
方

の
想
い
を
知
る
こ
と
の
難
し
さ
を
考
え

る
と
切
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

看
護
師
は
、そ
う
し
た
思
い
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、日
々
看
護
を
し
て
い
ま

す
。厚
生
労
働
省
で
は「
も
し
も
の
と
き

の
た
め
に
自
分
の
望
む
医
療・ケ
ア
に
つ

い
て
、前
も
っ
て
考
え
話
し
合
う
取
り
組

み
」を
推
奨
し
て
い
ま
す
。そ
れ
が
、ア

ド
バ
ン
ス・ケ
ア・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
Ａ
Ｃ

Ｐ
）で
す
。

　

将
来「
人
生
の
終
わ
り
に
ど
の
よ
う

な
医
療
を
望
む
の
か
」を
考
え
、ご
自

身
の
意
向
を
ご
家
族
や
私
た
ち
に
伝
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。看
護

師
は
、皆
さ
ん
の
想
い
に
寄
り
添
い
な
が

ら
看
護
を
し
ま
す
。そ
の
た
め
に
今
か

ら「
も
し
も
」を
想
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、「
人
生
の
終
わ
り
ま
で
、自
分

ら
し
く
過
ご
す
た
め
に
ど
う
し
た
い
の

か
」を
考
え
、ご
自
身
の
想
い
が
し
っ
か

り
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
私
た
ち
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
相
川
病
院
で
す
。

市立病院から

こんにちはこんにちは
両
津
病
院
　
三
好
看
護
部
長

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に

～
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
～

トキ国際フォーラムinソウルが 
開催されました
　７月11日、韓国ソウル市で開催された「ト
キ国際フォーラムinソウル」に三浦市長が出
席しました。
　三浦市長が佐渡市のトキ野生復帰の取り組
みやほかの地域との交流事業の紹介をしたほ
か、トキの保護を行っている中国漢中市、韓
国昌寧郡との協力と交流を促進する覚書に署
名をしました。

　また、３カ国の小学生による交流事業が行
われ、参加した行谷小学校の児童５人が中
国、韓国の小学生と一緒に韓国のトキの童謡
を歌ったほか、学校でのトキ学習の取り組み
を発表しました。
農業政策課　トキ保護係

　（トキ交流会館内）☎２４―６０４０

トキ野生復帰にむけて 174
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新潟県
消費者協会 佐渡地区講演会
　日本では食品ロスが年間 600 万トンもあ
ります。この「もったいない」を「生かす」
取り組みやフードバンクについて、講演会
を開催します。
日時　９月５日㈭　午後２時～３時 30分
会場　アミューズメント佐渡
講師　NPO法人フードバンクにいがた 
　　　真木　英明さん 
定員　70人
申込期限　９月４日㈬
お問い合わせ・お申し込み
　県消費者協会事務局 
　☎０２５―２８１―５５５８
　市消費生活センター 
　☎５７―８１４３

生活情報
　　さど

第
12
回
文
化
講
演
会
開
催

　

７
月
13
日
、
東
京
都
渋
谷
区
の
ア
イ
ビ
ー
ホ
ー
ル
青
学

会
館
で
、
首
都
圏
佐
渡
連
合
会
主
催
に
よ
る
第
12
回
文
化

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
１
４
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
潟
日
報
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
た
歴
史
研
究
家
、
真
野

新
町
在
住
の
山
本
修
巳
先
生
を
講
師
に
、
「
来
島
４
０
０

年
・
山
師
（
鉱
山
採
掘
業
）
の
先
祖
か
ら
」
と
題
し
て
、

佐
渡
の
歴
史
、
文
化
、
風
俗
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
講
師
の
山
本
家
は
福
井
藩
士
を
先
祖
と
し
、
１
６
３
０
年
に
佐
渡
に

渡
り
、
相
川
で
金
銀
山
の
仕
事
で
稼
ぎ
、
真
野
新
町
に
転
居
し
て
廻
船
を
中
心
に
商
家

を
築
き
、
佐
渡
奉
行
所
の
宿
泊
所
本
陣
と
な
っ
た
こ
と
や
、
６
代
は
町
年
寄
と
な
っ
て

文
化
的
方
面
に
向
か
い
、
12
代
の
山
本
修
巳
先
生
へ
と
近
代
に
な
っ
て
も
続
い
て
い
る

お
話
な
ど
、
ふ
る
さ
と
佐
渡
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
う
首
都
圏
在
住
の
方
々

に
佐
渡
へ
の
理
解
や
愛
着
・
誇
り
を
育
む
講
演
会
で
し
た
。

　

ま
た
、
佐
渡
市
か
ら
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
説
明
が
あ
り
、
佐
渡
の
活
性
化
に
応
援
、

貢
献
し
た
い
と
思
う
方
々
に
役
立
つ
制
度
の
仕
組
み
や
「
お
礼
の
品
」
等
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。 

（
文
責
：
佐
渡
市
東
京
事
務
所　

伊
豆
野　

泰
弘
）

編集後記
　６月18日に発生した山形県
沖地震に関連して津波避難の特
集記事を掲載しました。
　津波の恐れがあるときは、ま
ずは高いところに避難していた
だき、津波被害の恐れがなく
なったら避難所へ移ることが基
本ですということをお伝えする
つもりで記事を書きましたが、
皆さまにわかりやすくお伝えす
ることの難しさを感じています。
　避難に関する情報をいち早く
お伝えすることや避難所の速や
かな開設といった課題がまだ
残っています。課題への対応策
を検討した上で、今後も特集記
事を企画し、皆さまにご案内し
ていきたいと思っています。

（K.O）

お問い合わせ　消費生活センター（平日）午前９時〜午後４時　☎５７－８１４３

　
殺
虫
剤
や
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
、
冷
却
ス
プ
レ
ー
な
ど
、
ス
プ
レ
ー

缶
製
品
に
関
す
る
事
故
情
報
が
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
事
例
①
】

　

服
の
上
か
ら
冷
却
ス
プ
レ
ー
を
噴
射
し
、
ラ
イ
タ
ー
で
タ
バ
コ
に

火
を
つ
け
た
と
こ
ろ
、
衣
服
に
着
火
し
た
。

【
事
例
②
】

　

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
が
つ
い
て
い
る
そ
ば
で
、
使
用
済
の
ス
プ
レ
ー

缶
に
穴
を
開
け
た
ら
、
内
容
物
に
引
火
し
た
。

山本修巳先生

スプレー缶に
　　よる事故に 注意！

【
ア
ド
バ
イ
ス
】
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地 区 名  住 所 名  氏 　 　 　 名  保護者 たんじょう

両　津 春日 世　田　　　久 93 6.  3
　〃 加茂歌代 伊　藤　茂　子 77 6.  5
　〃 両津湊 塚　本　新　市 85 6.  7
　〃 梅津 伊　藤　一　枝 59 6.  8
　〃 旭 関　口　二三枝 85 6.  9
　〃 加茂歌代 崩　　　和　則 55 6.10
　〃 浜田 渋　谷　義　雄 86 6.10
　〃 両津夷 西　川　ユリ子 51 6.13
　〃 春日 井　端　　　照 88 6.19
　〃 加茂歌代 佐　藤　政　代 84 6.19
　〃 春日 上　杉　キヌヱ 79 6.25
　〃 河崎 菊　池　悌二郎 97 6.25
　〃 梅津 伊　豆　光　威 82 6.26
　〃 両津夷 本　間　正　直 91 6.27
　〃 河崎 丸　田　ト　ヨ 85 6.28
　〃 加茂歌代 髙　橋　カズヱ 75 6.29
　〃 羽吉 髙　井　知　己 88 6.30
相　川 橘 岩　﨑　喜　一 79 6.  3
　〃 姫津 松　下　和　雄 88 6.  9
　〃 達者 川　波　カ　ツ 90 6.13
　〃 高瀬 佐々木　敏　夫 72 6.19
　〃 相川四十物町 坂　本　ミチ子 78 6.29
　〃 稲鯨 岩　﨑　忠　一 89 6.30
　〃 小川 加　藤　日　月 100 7.  2
　〃 相川柴町 菊　池　　　昭 79 7.  2
佐和田 市野沢 兵　庫　フ　ミ 90 5.30
　〃 山田 　　城　賢　次 84 6.  8
　〃 河原田本町 齋　藤　ス　エ 82 6.13
　〃 窪田 本　間　慶　次 86 6.13
　〃 沢根 坂　口　シヅエ 86 6.18
　〃 中原 出　﨑　和歌子 92 6.18
　〃 下長木 中　田　丹　次 85 6.18
　〃 青野 井　上　長　治 89 6.19

佐和田 沢根五十里 野　﨑　八千代 74 6.21
　〃 沢根五十里 水　上　秀　夫 85 6.23
　〃 東大通 鈴　木　　　明 64 6.25
　〃 東大通 中　川　和　子 70 7.  2
金　井 泉 本　間　　　洋 75 6.  1
　〃 中興 池　田　智惠子 77 6.20
　〃 千種 近　藤　一　雄 86 6.22
　〃 中興 坂　田　金　正 86 6.24
　〃 中興 鈴　木　玲　子 61 7.  1
新　穂 新穂舟下 近　藤　　　徹 83 6.17
　〃 新穂井内 本　多　藤　枝 94 6.21
　〃 新穂皆川 磯　部　松　治 70 6.26
　〃 下新穂 城　野　忠　彌 81 6.26
　〃 新穂潟上 渡　邊　一　以 82 6.28
　〃 新穂 石　井　信　子 73 7.  1
　〃 新穂大野 本　間　　　司 77 7.  2
畑　野 丸山 大　場　美津代 87 6.  1
　〃 寺田 中　川　正　雄 83 6.  5
　〃 畑野 秋　山　弘　子 85 6.20
　〃 宮川 岩　本　　　藤 82 6.22
真　野 吉岡 　　田　良　孝 88 5.30
　〃 真野 若　林　惣　市 88 5.30
　〃 真野大川 曽　我　九　一 95 6.  3
　〃 名古屋 尾　畑　順　一 76 6.  8
　〃 豊田 山　本　イ　チ 94 6.14
　〃 真野新町 若　林　フ　ヂ 92 7.  1
　〃 大小 金　子　　　武 84 7.  2
小　木 田野浦 小　川　サカへ 97 5.30
羽　茂 羽茂飯岡 河　内　政　治 96 6.  7
　〃 羽茂本郷 金　子　フ　ミ 94 6.19
　〃 羽茂大橋 菊　地　賢　次 88 6.19
赤　泊 赤泊 今　井　　　勇 98 6.10
　〃 下川茂 風　間　　　均 87 6.17

佐和田 沢根五十里 野　﨑　八千代 74 6.21
　〃 沢根五十里 水　上　秀　夫 85 6.23
　〃 東大通 鈴　木　　　明 64 6.25
　〃 東大通 中　川　和　子 70 7.  2
金　井 泉 本　間　　　洋 75 6.  1
　〃 中興 池　田　智惠子 77 6.20
　〃 千種 近　藤　一　雄 86 6.22
　〃 中興 坂　田　金　正 86 6.24
　〃 中興 鈴　木　玲　子 61 7.  1
新　穂 新穂舟下 近　藤　　　徹 83 6.17
　〃 新穂井内 本　多　藤　枝 94 6.21
　〃 新穂皆川 磯　部　松　治 70 6.26
　〃 下新穂 城　野　忠　彌 81 6.26
　〃 新穂潟上 渡　邊　一　以 82 6.28
　〃 新穂 石　井　信　子 73 7.  1
　〃 新穂大野 本　間　　　司 77 7.  2
畑　野 丸山 大　場　美津代 87 6.  1
　〃 寺田 中　川　正　雄 83 6.  5
　〃 畑野 秋　山　弘　子 85 6.20
　〃 宮川 岩　本　　　藤 82 6.22
真　野 吉岡 　　田　良　孝 88 5.30
　〃 真野 若　林　惣　市 88 5.30
　〃 真野大川 曽　我　九　一 95 6.  3
　〃 名古屋 尾　畑　順　一 76 6.  8
　〃 豊田 山　本　イ　チ 94 6.14
　〃 真野新町 若　林　フ　ヂ 92 7.  1
　〃 大小 金　子　　　武 84 7.  2
小　木 田野浦 小　川　サカへ 97 5.30
羽　茂 羽茂飯岡 河　内　政　治 96 6.  7
　〃 羽茂本郷 金　子　フ　ミ 94 6.19
　〃 羽茂大橋 菊　地　賢　次 88 6.19
赤　泊 赤泊 今　井　　　勇 98 6.10
　〃 下川茂 風　間　　　均 87 6.17

地 区 名  住 所 名  氏　　　　名  年 　 齢 ご 命 日

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

両　津 浜田 内　山　芽　唯 敦司 5.29
 原黒 藤　井　瑛　翔 優貴 6.24
 河崎 池　　　柚　輝 貴之 7.1
相　川 稲鯨 竹　本　幸　笑 純澄 6.  5
佐和田 長木 嶋　倉　吏　津 裕也 5.23
　〃 市野沢 佐　藤　羽　衣 祐司 6.  8
　〃 市野沢 佐　藤　羽　心 祐司 6.  8
　〃 窪田 五十里屋　旭士 由憲 6.10
　〃 窪田 間　島　虎汰朗 万起人 6.11
　〃 市野沢 土　屋　純　真 淳 6.12

佐和田 河原田本町 菅　原　咲　花 卓人 6.22
　〃 河原田諏訪町 本　間　直　人 雅人 6.22
金　井 千種 伊　藤　暖　真 雅史 5.29
　〃 千種 滝　沢　つむぎ 典久 6.23
新　穂 新穂大野 近　藤　愛　絆 英和 6.10
畑　野 三宮 野　﨑　史　香 憲史 6.  6
真　野 豊田 星　野　真　凜 駿平 6.  6
　〃 真野大川 加　藤　健　斗 英司 6.14
羽　茂 羽茂本郷 藤　井　琳大朗 聖一 5.24
赤　泊 真浦 筑　前　晴　葵 真 6.  3
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中央図書館　☎63-2800

図書館だより

佐渡を豊かにするアイデアを形に！

高校生カフェ オープン
　中高生が佐渡の課題と豊かさを見つけ、地域の方と共に新しいものを創り出す活動 “佐渡を豊かにする「中
高生 PROJECT」” のサポートをしています。
　昨年は、２チームの学生が佐渡を自慢できる島にしたいという想いで、女子高校生が望む都会的なもの
もありながら、田舎らしい幸福感・人のつながり・癒しなどが感じられるカフェを開催しました。地域や
学校の人たちと協力しつつ、壁を乗り越え、スキルを学び、アイデアを形にすることができ、２回のイベ
ント合計で 500 人以上が来場し、大盛況となり
ました。
　「佐渡には何もない、つまらない」と言ってい
た学生が「前より佐渡が好きになった」「自分の
力で島は変えられる」と堂々と話す姿に大きな成
長を感じました。頑張りのおかげで「ふるさとづ
くり大賞」で総務大臣賞、「田舎力甲子園」では
最優秀賞を受賞し、学生たちの自信にもつながっ
たようです。
　３年目となる今年もプロジェクトが始動し、「多
世代交流」をテーマに企画を進めています。ぜひ
今後も注目し、応援をお願いします。
　地域振興課　地域振興係　☎６３―４１５２

赤泊地区担当　渋谷　春菜

佐渡の魅力的なカフェを紹介した　「カフェ＃はっしゅたぐ」の皆さん

市の図書館・図書室は
土日祝日も開館しています
　平日になかなか図書館・図書室を利用できない方も、ぜ
ひ休日などにご利用ください。
　なお、週に１回、休館日がありますので、ご注意ください。
休館日
月曜日…… 中央・両津・小木・さわた・真野図書館
水曜日…… 相川・新穂図書室
木曜日…… 畑野・羽茂・赤泊図書室
※休館日が祝日の場合は、開館しています。

クイズで知ろう！身近な図書館・図書室
昨年度、貸し出しをした図書の冊数は何冊でしょう？ １人当たり約3.9冊で、年間で275,801冊の

図書を貸し出しました。
（前年度より19,906冊増加。）

Ｑ A

ヒント　図書の貸し出しを利用した人数は、年間 70,630 人。

　野澤卯市は、佐渡出身であり、佐渡航路
の充実に半生をかけ尽力
した人物です。
　後年は衆議院議員に選
出され国政に参加しまし
た。彼の生涯を、孫であ
る著者が記しました。

書籍
紹介

野澤卯市生誕百五十年記念
明治・大正・昭和の三代を生きた男
野澤　正幸 著（佐渡ジャーナル出版局）

22

（単位：人・世帯）
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戸籍の窓 5.30～7.3届出
※承諾いただいた方のみ掲載しています。

市民生活課　戸籍係　☎６３－５１１２

地区名 男 女 合計 世帯数
両 津 5,969(-15) 6,478(-17) 12,447(-32) 5,514(  -8) 
相 川 3,037(-10) 3,225(  -3) 6,262(-13) 2,937(  -2) 
佐和田 4,175(-12) 4,416(-13) 8,591(-25) 4,029(-13) 
金 井 3,066(    0) 3,282(  -4) 6,348(  -4) 2,763(  -6) 
新 穂 1,770(  -5) 1,884(  -2) 3,654(  -7) 1,654(  -3) 

地区名 男 女 合計 世帯数
畑 野 1,998(   2) 2,229(    2) 4,227(   4) 1,809(    5) 
真 野 2,252(  -6) 2,492(  -1) 4,744(  -7) 1,882(  -1) 
小 木 1,356(  -3) 1,403(  -2) 2,759(  -5) 1,136(    0) 
羽 茂 1,565(    0) 1,711(    0) 3,276(    0) 1,231(  -1) 
赤 泊 1,168(    1) 1,153(    2) 2,321(    3) 881(   4) 

○人口と世帯数　６月30日現在　かっこ内の数値は前月からの増減
佐渡市　男 26,356人（-48人）女 28,273人（-38人）合計 54,629人（-86人）世帯数 23,836世帯（-25世帯）
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Ｊアラートによる情報伝達試験を実施します
　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、全国瞬時警報システ
ム（Ｊアラート）を用いて全国一斉に情報伝達試験を実施します。
　戸別受信機（屋内）と屋外スピーカーから大音量で放送が流れま
すが、避難行動などの訓練ではありませんので、お間違えのないよ
うご注意ください。

お問い合わせ　防災管財課　防災安全係　☎６３―３１２５

情報伝達手段 (緊急情報伝達システム ) 放送内容
戸別受信機（屋内）・屋外スピーカー

チャイム
「これはＪアラートのテストです※」�
※３回繰り返し
「こちらは佐渡市です」
チャイム

■発行・編集　佐渡市 総務課広報戦略室　広報広聴係	 ■発行日	令和元年8月10日
　〒952-1292	佐渡市千種232番地　ＴＥＬ0259（63）3111㈹・0259（63）3300

佐渡市メール配信サービス実施中
火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、イベント・くらしの情報

　アドレス sado@mpx.wagmap.jp に空メールするか、 QR 
コードで読み取ってください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必
ず「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ　総務課広報戦略室�
　　　　　　　情報政策係　☎６３―５１３９

「友だち追加」待っています！

佐渡市公式LINEアカウント開設
　観光やイベント、文化芸術などの市の情報をお届けします。

アカウント名　佐渡市役所
LINE�ID　@ksp2645h
お問い合わせ　�総務課広報戦略室�

広報広聴係　☎６３―５１３９

男女共同参画セミナー2019
　プロ会議ファシリテーターの吉崎利生さんを講師に
迎え、「家庭」と「仕事」の両立をテーマにセミナーを開
催します。

日 時 ９月８日㈰　午後１時15分～４時
会 場 市役所両津支所
対象者  家庭と仕事の両立をしたい女性（先着30人）
 ※ご家族や本セミナーに興味がある方もご参加いただけます。

内 容  佐渡の女性がのびのび働き、暮らすためのア
イデアを探ります。

締め切り ８月30日㈮まで
その他  住所、氏名、電話番号を電話またはファクシ

ミリでお申し込みください。
参加費 無料
その他  保育ルームは設置してありません。ファミリーサ

ポートセンターを利用希望の方は、お早めにご
連絡ください。

お問い合わせ・お申し込み�
　企画課　政策推進係 
　☎６３―３８０２　 ６３―５１２４

昨年も多くの方が参加し、意見交換など行いました!

日時：８月28日㈬ 
　　午前11時頃

（公財）新潟県女性財団地域セミナー IN佐渡


